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A Study on a Moment of “Physicality” in Bollnow’s Pedagogical 






















































































































































































“ 人間の本来性 ” や “ 真なる人間の姿 ” を指し示
す概念として捉えた上で、この「放下」を「身体」



















































































































































































































































に没頭し “ 瞬間を生きる ” という人間存在の有す
る時間における「永遠性」を指し示す概念である。









































































る ” という言葉や、稽古者がその “ 境地 ” におい
























状態と、弓を射る “ 自分 ” の中での「心身一如」
への変容が結びつくことへの展望が拓けてくる。
これらを踏まえると「放下」とは、弓術の稽古者






が “ 練習の機能 ” として指摘した「主体と客体と
の深く幸せにする一致」67という言葉に依拠しな






















































































　“ 意識されないほどに一体化したもの ” として
「身体」を描き出すことに関連してボルノーは、「非
























































視点に基づいて、“ ボルノーの「身体」理解 ” と












全くその行為に没頭しその果てに至る “ 境地 ” に
おいて、“ その瞬間に「住まう」こと（「時間に
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